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介護老人福祉施設重要事項説明書
（令和 ８年 ４月 １日 現 在）

１．当施設が提供するサービスについての相談窓口
電話 ０４－７１５２－１２１１（９時～１７時）
担当 生活相談員 金井 恒嘉
※ご不明な点は、何でもお尋ねください。

２．特別養護老人ホームリバーパレス流山の概要
（１）提供できるサービスの種類

施 設 名 称 特別養護老人ホームリバーパレス流山

所 在 地 千葉県流山市西深井１４２番地の１

介護保険指定番号 介護老人福祉施設（千葉県1272500313)

（２）施設の職員体制

資 格 常 勤 非常 勤 業務内容 計

管 理 者 施設長 １名(１) 業務管理等 １名(１)

医 師 ２名(２) ２名(２)

生 活 相 談 員 社会福祉士

介護支援専門員
１名(１) 生活相談

ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成
１名(１)

社会福祉主事１名(１) 生活相談 １名(１)

管 理 栄 養 士 １名(０) 献立

栄養ケア
１名(０)

機能訓練指導員 看護職員兼務 １名(０) ４名（１） ５名(１)

事 務 職 員 ２名(２) ２名(２)

看
看護師 １名(０) ２名(０) 健康チェック等 ３名(０)

護 准看護師 １名(０) 健康チェック等 １名(０)

・ 介護福祉士 ２１名（２）５名(０) 介護等 ２６名(２)

介

護

実務者研修修了者 ３名(１) 介護等 ３名(１)

職

員

その他の介護職員 １２名(１) ２名(０) 介護等 １４名(１)

その他 ４名(０) 生活支援 ４名(０)

（ ）内は男性再掲
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（３）当施設の設備の概要

定 員 １００人

居 室 ４人室（38.5㎡） ２１室 静養室 ３８．１㎡

３人室（38.1㎡） ２室 医務室 ２５．１㎡

個室（8.7㎡） １０室 食堂 ２５２．４㎡

浴室 一般浴槽 ３５．０㎡ 機能訓練室 １３６．７㎡

特殊浴槽 ５０．３㎡

３．基本料金の減免措置
住民税世帯非課税のうち特に生計困難である者で、市町村長の確認証の

交付を受け、確認証の提示をした利用者については、確認証の内容に基づ
き利用料の減免を行う。

４．利用料金支払い方法
当月分を翌月末日までに利用者指定の銀行口座から引き落としさせて

いただきます。

５.当施設のサービスの特徴等
（１）運営の方針

・当施設は、介護老人福祉施設サービスを必要とする方が安心して利用で
きるよう利用者の立場に立って介護事業を実施するとともに、従事職員
の研修等を行い、関係する福祉、保健医療、行政との連携を蜜にしてサ
ービスの質の向上を図ることを基本方針とする。

・当施設は、利用者が可能な限りその有する能力に応じた自立した日常生
活を営むことができるように努める。

・当施設は、利用者の社会的孤立感の解消および心身の機能維持を図るも
のとする。

・当施設は、事業の実施に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、
常に利用者の立場に立って、サービスを提供する。

・当施設は、利用者との契約に当たっては、重要事項の説明を十分に行い
了承のうえ契約を行いサービスを提供する。
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（２）サービス利用のために

事 項 有無 備 考

男性介護職員の有無 有

従業員への研修の実施 有 年１回以上施設内外研修実施

サービスマニュアルの作成 有

身体的拘束 無 止むを得ない場合を除く

変更・追加の申込み 有

その他

（３）施設利用に当たっての留意事項
・面会 事前予約制
・外出、外泊 個別相談
・飲酒、喫煙 個別相談
・設備、器具の利用 利用時間の制限があります
・金銭、貴重品の管理 個別相談
・宗教活動 禁止

６．緊急時の対応方法
ご利用中に容態の変化等があった場合は、医師に連絡する等必要な処置
を講ずるほか、ご家族に速やかに連絡いたします。

・ 緊急連絡希望先
１ 氏名

２ 続柄

３ 住所

４ 電話番号
（携帯電話番号 ）

７．非常災害対策
・災害時の対応 消防計画書による
・防災設備 スプリンクラー等の設置

・防災訓練 避難訓練等の実施

・防火責任者 川口 春雄
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８．虐待防止
入所者の人権擁護・虐待等の防止のため次に掲げる通り必要な措置を講じ

ます。
（１）虐待防止に関する責任者を次の通り選定します。

役職：施設長 氏名：川口春雄
（２）虐待を防止するため職員に対する研修を実施します。
（３）入所者及び家族からの苦情対応体制の整備をします。
（４）必要性に応じて成年後見制度の利用支援を行います。
（５）その他必要な措置を講じます。

９．ハラスメント防止
事業者は、介護現場で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる

労働環境が築けるようハラスメントの防止に向け取り組みます。
（１）事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業

務上必要かつ相当な範囲を超える下記の行為は組織として許容しま
せん。
①身体的な力を使って危害を及ぼす行為
②個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめた

りする行為
③意に沿わない性的言動、好意的態度の要求等、性的ないやがらせ

行為
上記は、当該法人職員、ご利用者及びその家族等が対象となります。

（２）ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に
対応し、再発防止会議等により、同事案が発生しない為の再発防
止策を検討します。

（２）職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について話し
合いの場を設ける等、介護現場におけるハラスメント発生状況の把
握に努めます。

（４）ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への
連絡、相談、環境改善に対する必要な措置、利用契約の解約等の措
置を講じます。

１０．サービス内容に関する相談・苦情
①当施設ご利用者相談・苦情担当

担当者 生活相談員 金井 恒嘉
電話０４－７１５２－１２１１

②当施設以外
流山市役所保健福祉部介護支援課

電話 代表 ０４－７１５８－１１１１
直通 ０４－７１５０－６５３１

千葉県国民健康保険団体連合会介護保険課
電話 ０４３－２５４－７４２８

苦情処理第三者委員
氏名 今村 信子
住所 千葉県習志野市東習志野８－２６－２
電話 ０４７－４７７－３３７６
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氏名 國井 洋一
住所 千葉県船橋市飯山満町２－３９４－１０
電話 ０４７－４６５－５５６１

９．当社の概要
（１）名称 社会福祉法人 旭 悠 会
（２）代表者職・氏名 理事長 関 本 登
（３）法人事務所所在地 千葉県習志野市新栄１丁目１０番２号
（４）電話番号 ０４７－４７６－５１２２
（５）定款の目的に定めた事業

１ 第一種社会福祉事業
（ア）特別養護老人ホームリバーパレス流山の設置経営
（イ）特別養護老人ホーム習志野偕生園の設置経営
（ウ）ケアハウスグリーンパーク習志野の設置経営
２ 第二種社会福祉事業
（ア）老人デイサービス事業（リバーパレス流山）
（イ）老人短期入所事業（リバーパレス流山）
（ウ）老人短期入所事業（習志野偕生園）
（エ）老人デイサービス事業（習志野偕生園）
（オ）認知症対応型老人生活援助事業（グループホームメタセ）
（カ）老人デイサービス事業（メタセ）
３ 公益事業
（１）居宅介護支援事業

事業所 ①指定居宅介護支援事業所習志野偕生園
千葉県習志野市新栄１丁目１０番２号

②指定居宅介護支援事業所リバーパレス流山
千葉県流山市西深井１４２番地

（２）介護予防事業
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令和 年 月 日

介護老人福祉施設ご利用にあたり、利用者に対して契約書および
本書面に基づいて重要事項を説明しました。

事業者
住 所 千葉県流山市西深井１４２番地
名 称 社会福祉法人旭悠会

特別養護老人ホームリバーパレス流山

説明者 生活相談員

氏 名 金井 恒嘉

私は、契約書および本書面により、事業者から介護老人福祉施設の重
要事項の説明を受けました。

利用者 氏 名 印

代理人 住 所

氏 名 印
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